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1.1   　総則

1 　一般共通事項

調達要求番号

仕 様 書 番 号

令和　　年　　月　　日

八戸駐屯地業務隊管理科

作 成 年 月 日
変 更 年 月 日
作 成 部 隊 等 名

陸上自衛隊仕様書

物品番号

令和 8 年  4 月    日
燃料タンク清掃及び点検役務

　　本役務実施に際し、事前に工程等を監督官と調整のうえ指示した時期に実施すること。

官と協議する。

　仕様書及び図面との内容に相違ある場合や明示のない場合又は疑義を生じた場合は，すべて監督

   　疑義1.3

1.4

a)　

b)　

c)　

d)　

e)　

　　現場は，常に整理整頓，その他清掃を行い，火災等の事故防止に努める。

　　出入り口及び危険性のある場所には，危険表示などの処置を行う。

　　その他部隊側の諸規則，指示に従い延滞なく行う。

　　現場及び許可された場所以外への無断立ち入り等は厳禁とする。

1.2   　役務

　なお、本仕様書に記載又は監督官の指示がなくとも技術的にすべきことは実施すること。

   　一般事項

　　請負者は契約締結後速やかに監督官が指示する書類（様式別途指示）を提出すること。

　労働安全規則の定めるところにより，十分な安全管理対策を行い災害の未然防止を図る。

   　安全管理1.5

1.6   　写真

　　本役務実施に必要な工具及び測定器並びにパッキン、ウエス等の消耗品は請負者の負担とする。

　ともに、請負者の責任において復旧する。

　　必要以上の箇所に損傷を与えてはならない。損傷を与えた場合は速やかに監督官へ報告すると

　実施に先立ち，実施工程表等を作成し監督官の承認を受ける。提出書類は監督官の指示に従い提

    　電気・水道

　完了に関しては，現場の後片付け清掃などを行う。

    　発生材

    　検査

 

1.7　　 提出書類

   　後片付け1.8

1.9

　電気・水道は，請負者の負担において準備する。

1.10

1.11

　実施期間中は，請負者の保管とし，実施完了後発生材調書を作成する。発生材の処分については

出する。情報漏洩防止について責任をもって徹底するものとする。このため，関係書類等の作成を

のを使用する。

行うパソコン電子記憶媒体の管理を適正に行い，ファイル交換ソフトをインストールしていないも

合規適正に処分する。ただし金属屑等の有価物は，監督官の指定する場所に運搬し整理のうえ集積

　本役務終了後，仕様書、図面等に基づき，請負者・監督官が立会いの上，検査官が指定した日時

に行う。

に提出する。

　作業状況を各工程及び部位（実施後隠蔽になる箇所等）毎に撮影し，写真帳に整理のうえ監督官

する。また、マニフェストＥ票の写しを期日までに提出すること。

f)　

h)　

g)　

　仕様書、図面等については，「建築保全業務共通仕様書」のほか関係法令に基づき実施する。
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において必要な項目を制定する。

　本仕様書は，八戸駐屯地における「燃料タンク清掃及び点検役務」（以下、「本役務」という。）



№2重油150KLタンク

監督官事務所

入門受付

　目視点検、超音波板圧測定、溶接部の磁粉探傷検査、溶接部の真空測定、床板形状測定、角度測

２０本

２枚

－２－

2.2   　規格

表　1－燃料タンク規格

　タンク内部の残油については，ローリー車等の別仮容器に移動させ，検査終了後に原状回復する。

2.3

Ａ重油

用 途

ボイラー用燃料

タンク内容物建物番号 タンク位置

地 上

タンク容量

　燃料タンクの規格は，表1による。

   　残油・廃油の取扱

217号 １６０ＫＬ

見込み残油量

2.1   　作業概要

 　特記事項2

１９ＫＬ

　タンク内部の廃油（スラッジ、洗浄水等）については，請負者側で適正に処分し、マニフェスト

2.4

a)　

b)　

c)　

　　タンク内部を洗浄し、洗浄液をウエス等ですべて拭き取る。

　　洗浄後さび等がひどい箇所についてはケレン等の処置をする。（タンクの状況による）

　なお、前回（Ｒ２年度）実施時はスラッジ１，１００Ｌ、洗浄水１，０００Ｌであった。

Ｅ票を提出すること。

   　清　掃

表

2.5

d)　

e)　

　　作業実施にあたり確実に安全を確保し，作業中及び作業場所では火気等の引火性の強いものは

　絶対使用しない。

　書含む）

　　清掃にあたり部品の交換等必要な事項が確認できた場合は，報告書の形式で提出する。（見積

   　点　検

品　　名

ボルトナット

マンホールパッキン

ボルトナット

規　　格 数　量

φ６１０

М１６×４５（ＳＵＳ）

М１８×４５（ＳＵＳ） ３２本

　2－燃料タンク規格
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　2－配置図　1－案内図 図図

   　平面図・立面図

　　　　　　　　　　　　　　図 　図　平面図・立面図については，　3，　4に示す。

2.7

　　　　　　　　　　　　　　図 　図　案内図・配置図については，　1，　2に示す。

   　案内図・配置図2.6

定、脚長測定等の必要項目を実施する。

　なお、タンク本体の気密検査は実施しない。

2.8   　作業期日

　清掃及び点検は、令和８年９月３０日（水）までに実施すること。

 　地上燃料タンク１基（№２重油１５０ＫＬタンク）の清掃及び点検

　　パッキン等の消耗品を交換し、マンホールを塗装する。表2に消耗品の参考数量を示す。



図
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最高液面高さ
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φ６３００

タンク仕様

型　式：屋外支持形円錐屋根タンク

寸　法：φ６，３００×５，４３５Ｈ
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　4－217号 NO,2 重油150KLタンク　立面図

　3－217号 NO,2 重油150KLタンク　平面図


